
大
都
市
に
残
さ
れ
た

ホ
タ
ル
の
舞
う
里
山
の
宅
地
開
発

「
感
動
し
ま
し
た
。
幽
玄
の
世
界
、
こ
ん
な
に
多
く

の
蛍
を
一
度
に
見
る
な
ん
て

H
」

せ
が
み
さ
わ

横
浜
市
の
瀬
上
沢
に
友
人
を
ホ
タ
ル
狩
り
に
誘
っ

た
後
、
届
い
た
メ
l
ル
で
あ
る
。
こ
の
貴
重
な
ホ
タ

ル
が
今
、
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。

上
郷
地
域
の
開
発

瀬
上
沢
は
鎌
人
皇
巾
か
ら
横
浜
市
に
続
く
広
大
な
緑

地
の
横
浜
側
の
は
ず
れ
に
あ
る
谷
戸
の
沢
で
、
ホ
タ

ル
の
生
息
地
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
鎌
倉

・
逗
子
か

ら
横
浜
の
東
南
端
地
域
は
、
な
だ
ら
か
な
正
陵
が
連

な
り
、
か
つ
て
は
広
大
な
森
が
あ
っ
た
。
急
速
な
開

発
が
進
ん
だ
が
、
し
か
し
現
在
で
も
、
そ
の
一
部
約

一
千
か
が
、
円
海
山

・
北
鎌
倉
近
郊
緑
地
保
全
区
域

と
し
て
保
全
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
横
浜
寄
り
の
端
に

か
み
ご
う

瀬
上
沢
の
あ
る
「
上
郷
地
域
」
が
あ
る
。

こ
の
上
郷
地
域
も
早
く
か
ら
開
発
が
目
論
ま
れ
て

い
た
が
、
山
と
湿
地
で
構
成
さ
れ
た
《
旦
戸
の
た
め
に

宅
地
造
成
が
困
難
、
加
え
て
緑
地
保
全
と
ホ
タ
ル
を

守
り
た
い
住
民
の
反
対
で
長
ら
く
停
滞
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
今
般
、
横
浜
市
は
、
多
く
の
市
民
の
反

対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
、
市
自
ら
が
設
置
し
た

「
市
街
化
調
整
区
域
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
の
答
申

に
も
反
し
て
、
市
街
化
区
域
に
編
入
し
て
し
ま
い
、

東
急
建
設
に
よ
り
開
発
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
地
域
の
開
発
は
、
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い

る
。
最
大
の
問
題
は
、
人
口
減
や
都
心
集
中
に
よ
り
、

大
都
市
近
郊
の
開
発
そ
の
も
の
に
意
義
が
失
わ
れ
て

き
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

反
対
運
動
の
中
心
を
担
っ
て
い
る
の
は
、
「
上
郷
・

瀬
上
の
自
然
を
守
る
会
」
「
上
郷
開
発
か
ら
緑
地
を
守

る
署
名
の
会
」
「
認
定
N
P
O法
人
ホ
タ
ル
の
ふ
る
さ

と
瀬
上
沢
基
金
」
の
三
団
体
で
あ
る
。
そ
の
名
が
示

し
て
い
る
よ
う
に
、
近
年
ま
で
の
運
動
の
基
本
は
、

自
然
保
護
で
あ
っ
た
と
思
う
。
隣
接
す
る
海
寄
り
の

地
域
で
あ
る
金
沢
地
域
が
乱
開
発
の
結
果
、
「
金
沢
八

景
」
が
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
例
か
ら
も
、
開
発
か
、

自
然
保
護
眠
か
は
二
一
笠
岡
反
す
る
謀
題
と
し
て
永
遠
に

問
わ
れ
る
命
題
で
あ
る
。

市
当
局
が
、
十

一
万
七
千
余
の
反
対
署
名
や
、
陳

情
、
公
聴
会
で
の
意
見
陳
述
を
、
「
数
や
比
で
は
な
く
、

意
見
の
中
身
で
判
断
す
る
」

(住
民
の
意
見
書
に
対

す
る
回
答
)
と
切
り
捨
て
た
の
は
、
反
対
は
単
な
る

自
然
保
護
の
情
緒
的
な
意
見
だ
と
意
図
的
に
誤
解
し

た
か
ら
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
地
域
の
経
済

・
住
環

境
の
大
変
化
、
そ
れ
に
何
よ
り
も
住
民
の
意
識
変
化

を
完
全
に
無
視
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

郊
外
地
の
限
界
集
落
化

ま
ず
、
第
一
に
、
隣
接
地
域
が
人
口
減
に
よ
り
す

で
に
限
界
集
落
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
最
寄
り

の
J
R
根
岸
線
港
南
台
駅
よ
り
も
っ
と
奥
地
に
な
る

隣
接
地
域
は
、
数
十
年
前
に
開
発
さ
れ
た
住
宅
地
で

あ
る
が
、
住
民
が
亡
く
な
り
空
き
家
が
で
き
て
も
入

居
者
が
い
な
い
。
ま
た
、
土
地
も
売
れ
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
。

か
つ
て
は
大
都
市
近
郊
の
魅
力
的
な
住
宅
地
だ

っ

た
こ
の
地
域
は
、
都
心
の
よ
り
便
利
な
住
宅
開
発
や

少
子
化
で
、
人
口
は
滅
り
老
人
の
み
が
住
む
地
域
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
医
療
施
設
や
商
業

施
設
が
次
々
と
廃
業
し
、
パ
ス
も
便
数
が
少
な
い
。

も
し
、
よ
り
駅
に
近
い
上
郷
地
域
が
開
発
さ
れ
、

新

た
な
医
療
施
設
や
商
業
施
設
が
建
設
さ
れ
た
な
ら
、

少
な
い
パ
イ
を
奪
い
合
い
、
か
ろ
う
じ
て
存
続
し
て

い
る
こ
の
地
域
の
施
設
は
維
持
が
困
難
と
な
り
、
老



人
た
ち
の
生
活
は
ま
す
ま
す
困
窮
す
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
限
果
集
落
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
に

隣
接
し
た
上
郷
開
発
に
、
そ
も
そ
も
大
き
な
利
益
が

出
る
の
か
疑
問
さ
え
も
起
き
る
。
地
権
者
の
一
人
と

考
え
ら
れ
る
人
か
ら
「
マ
ン
シ
ョ
ン
経
尚
吾

ZSJえ
て

い
た
が
、
将
来
的
に
借
り
手
の
確
保
に
見
通
し
が
つ

か
な
い
の
で
建
設
を
諦
め
、
税
金
対
策
と
し
て
生
産

緑
地
と
し
て
営
農
し
た
い
」
と
い
、
主
意
見
さ
え
も
出

さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
東
急
建
設
は
、
住
民
か
ら

の
「
採
算
性
を
度
外
視
し
た
開
発
で
株
主
訴
訟
が
起

き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
意
見
書
に
対
し
て
、
「合

理
的
に
計
画
し
て
い
る
」
と
答
え
て
い
る
が
:
・
・
。

安
全
の
面
か
ら
の
否
女
も
あ
る
。
山
を
削
り
、
谷

を
埋
め
、
そ
れ
で
も
土
砂
が
足
り
な
い
の
で
他
地
域

か
ら
二
十
二
万
立
方
抗
の
土
砂
を
搬
入
し
、
川
の
流

れ
を
変
え
て
宅
地
開
発
を
す
る
。
開
発
に
よ
る
雨
水

の
大
幅
な
流
出
増
加
に
対
し
て
は
、
調
整
池
を
建
設

す
る
の
で
洪
水
の
心
配
ぷ
な
い
と
東
急
建
設
』
説
明
e

す
る
。
で
が
、
法
宅
一基
準
を
多
少
上

E
る
程
度
た
打

の
も
の
で
は
、
近
年
頻
発
す
る
異
常
浄
円
-いよ
り
周

辺
地
域
に
洪
水
が
起
き
る
恐
れ
が
あ
る
と
近
隣
住
民

ら
は
照
犬
芯
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
震
に
よ
る
地
滑
り

と
液
状
化
が
近
隣
地
域
に
及
ぼ
す
影
響
も
心
配
さ
れ

て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
地
域
に
は
神
奈
川
県
唯
一
の
古
代

製
鉄
遺
跡
で
あ
る
上
郷
深
田
遺
跡
や
、
近
く
に
は
縄

文
時
代
の
遺
跡
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
の
保
存
運

動
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
。

変
化
に
対
応
し
な
い
行
政

昨
今
の
大
都
市
住
民
の
行
政
需
要
は
、
か
つ
て
の

よ
う
な
が
む
し
ゃ
ら
な
住
宅
の
供
給
で
は
な
く
、
都

心
に
近
い
便
利
な
住
宅
、
安
全

・
安
心
、
ラ
イ
ア
ラ

イ
ン
の
確
保
、
さ
ら
に
は
住
み
心
地
の
良
い
環
境
づ

く
り
等
と
、
大
き
く
様
変
わ
り
し
た
。
行
政
も
都
心

の
開
発
、
高
齢
者
対
策
や
過
疎
地
化
対
策
、
緑
地
確

保
な
ど
、
新
た
な
問
題
解
決
に
力
点
を
置
い
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

何
故
に
高
度
経
済
成
長
期
と
同

じ
視
点
の
ま
ま
不
要
と
思
わ
れ
る
郊
外
地
の
宅
地
開

発
を
す
る
都
市
計
画
を
作
成
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

第
一
に
、
担
当
部
局
の
怠
慢
、
役
人
の
勉
強
不
足

が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
各
種
の
文
書
で
は
自
ら

環
境
変
化
を
謡
っ
て
お
り
、
ま
た
、
長
年
の
反
対
運

動
も
あ
り
、
勉
強
不
足
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。

次
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
行
政
や
政
治
と
企
業
と

の
癒
着
で
あ
る
。
こ
の
計
画
実
現
で
利
益
を
得
る
の

ま
、
地
権
者
、
中
で
も
大
部
分
の
土
地
を
所
有
L
J

L
る
東
空
室
一
一
一
江
と
、
自
己
一
一
仁
4
Z
4
7
ξ
土産・建一一一一

企妻子、
λ
」バ
二

-f
p三
考
ょ
ん
ら
フ
モ
づ
反
主
運
動

の
人
た
ち
ょ
よ
る
と
、

一
議
会
て
、
よ
自
民
党
や
公
明
党

も
開
発
賛
成
で
、
他
の
党
派
や
無
所
属
の
議
員
が
頼

り
と
の
こ
と
。
議
員
た
ち
が
市
民
の
意
向
と
反
対
の

立
場
を
と
る
に
は
、
そ
れ
相
応
の
大
き
な
利
害
関
係

が
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
「
数
で
は
な
く
、
出
上
身

だ
」
と
市
の
担
当
部
局
が
多
数
の
市
民
の
意
見
を
無

視
す
る
の
は
、
実
は
、
こ
の
あ
た
り
の
事
情
に
如
え

て
、
横
浜
の
開
発
推
進
を
看
板
に
掲
げ
る
市
長
の
意

向
を
付
度
し
て
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。

郊
外
の
宅
地
開
発
が
、
今
や
必
要
で
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
は
、
担
当
者
も
よ
く
分
か
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。
も
し
か
す
る
と
東
急
の
社
員
の
中
に
さ
え
、
馬

鹿
ら
し
い
開
発
だ
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
行
政
や
企
業
が
時
代
変
化
で
不
適
切
と
な

っ
た
施
策
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
継
続
す
る
理
由
は

多
々
あ
ろ
う
が
、
な
に
よ
り
も
既
特
権
に
胡
坐
を
か

く
政
治
環
境
が
重
圧
と
な
り
、
ま
た
、
あ
え
て
事
を

構
え
る
こ
と
を
嫌
う
風
潮
に
大
き
く
起
因
し
て
い
る

の
で
な
い
か
と
思
う
。
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